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令和５年１月２６日 

 

 

 

 

 

まちづくり委員会資料 
 

 

請願の審査 

請願第 40号 西加瀬プロジェクト計画の中止を求める請願 

 

 

 

 

 

 

 

 

資   料 （仮称）西加瀬プロジェクトの概要について 

参考資料１ 西加瀬地区における大規模工場跡地の土地利用誘導の基本的な考え方（概要版） 

参考資料２ （仮称）西加瀬プロジェクトに係る条例環境影響評価準備書のあらまし 

 

まちづくり局 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）西加瀬プロジェクトの概要について 資 料 
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１ 位置図等 

 

 

 

【位置図凡例】 

川崎市幸区 

横浜市港北区 

川崎市中原区 

【位置図】 

計画地 

三菱ふそうトラック・バス㈱ 
第２工場跡地 

（１）土地利用誘導の考え方 
・地区計画等の都市計画手法を活用して、民間事業の事業実現性を考慮しながら、地域に必
要な都市機能や都市基盤の整備、必要な取組を適切に誘導。 

（２）土地利用誘導の方向性 

２ これまでの経過 

年 月  内      容 

平成２９年１月  ・三菱ふそうが西加瀬の第２工場敷地を大和ハウス工業（事業者）へ売却 

平成３１年３月 
・地域に必要な都市機能や都市基盤整備などを適切に誘導するため 

⇒「西加瀬地区における大規模工場跡地の土地利用の基本的な考え方」
を策定（川崎市） 

令和元年１１月 ・事業者が条例環境影響評価方法書手続きに着手 

令和２年１０月 
・事業者による計画内容に関する地元説明 
（地域交通などに関して、地元町連から意見・要望あり） 

令和２年１１月 
～令和３年３月 

・地元町連の意見等を踏まえた事業者による計画内容の見直し 

令和３年４～６月 ・見直し案に関する地元町連への説明 

令和４年５月 ・条例環境影響評価準備書縦覧開始 

令和４年６月 ・条例準備書説明会 

令和４年７月～ ・事業者が町内会単位で任意の説明会を開催 

 

 

 
【土地利用誘導イメージ】 

３ 西加瀬地区における大規模工場跡地の土地利用の基本的な考え方（平成３１年３月） 

●中原区住吉町連及び幸区日吉町連より、要望書を受理 
・市道中原１２号線の交通規制に関して、現行の交通規制にて、車両の分散通行を要望。 
・防災に関する取組において、一時避難場所を考慮して防災施設の建設を要望。 
・災害対策の受け入れや、物資の保管、備蓄物資の置き場として使用できるスペースを設置
するよう要望。 

４ 地元町連からの意見・要望（令和2年１０月） 

計画地 

【用途地域図】 

【計画地の都市計画概要】 

・用途地域：工業地域  

・容 積 率：２００％ 

・建ぺい率：６０％   

・高度地区：第４種高度地区 

４ 地域の防災力の向上 

３ 憩い・潤いの創出、地域交流の促進 

５ 周辺環境との調和 

１ 新たな産業創出の促進 

２ 地域の活性化・魅力の向上 

中原 12 号線への進入は、 
大型車規制有り 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

（仮称）西加瀬プロジェクトの概要について 

大型車出入口部における大型車入庫レーンの整備、バスベイの整備・改良 
５ 西加瀬プロジェクトの計画案等 

 
※市道中原 12 号線は、現行の交通規制で通行可能な施設関連車両（積載容量２t、４t トラック・乗用車等）が通行する予定であり、 

そのうち、物流関連車両は中原 12 号線側に設置する出入口から計画地への入出庫を予定しています。 

 

＜地域共存に関する主な取り組みについて＞ 

１．地域交流、利便性・魅力向上に関する取組 
（１）地域共存施設 

    ・地域の利便性向上に資する店舗や生活サービス等の地域共存施設を整備   

（２）公園広場等 
   ・地域共存施設と連携し、地域に開かれた魅力ある空間を形成 
   ・潤いや憩いを感じられる公園広場等、緑地を整備 

（３）スポーツ施設 
・市民間の交流（＝コミュニティづくり）や健康促進に貢献する 
スポーツ施設を物流施設の屋上に配置 

２．周辺環境との調和に関する取組 

（１）交通・道路への配慮 

①市道苅宿小田中線 

・大型車入庫レーン、バスベイの整備・改良 

・安全・快適に歩ける公共空地を敷地内に整備 
   ②市道中原 12号線 

・既存歩道を再整備（有効幅員 2.0m以上を確保） 
   ③苅宿歩道橋交差点付近 

・円滑で安全な交通処理を目的とした道路拡幅及び右折レーン新設 
④周辺交通への対応（※次ページで詳細を説明） 

・大型車の入庫ルートの変更 

・地域交通の負荷の低減を図るためのトラックバース予約システムの導入 

（２）景観・周辺住宅への配慮 
・地域に配慮した景観形成、騒音や環境負荷の少ない建物整備 
・近隣住宅への配慮のため、建物の壁面を後退するとともに、緩衝帯となる 
緑地を整備 

３．防災に関する取組 
・公園広場等は一時避難場所にもなるように、マンホールトイレ、 
かまどベンチ等の防災施設を設置 

・地域の方々が利用できる民間の防災倉庫や会議スペースの整備 

 
完成イメージ図 

※完成イメージ図は現在想定しているプランに基づき作成したものであり今後変更する可能性があります。 

（南東方向より計画地を望む） 

（事業者作成資料をもとに作成） 

地域との共存を目指す物流施設の開発

地域に開かれた地域共存施設やスポーツ施設等を導入し、地域と共存する物流施設を整備します。

地域の活性化（雇用創出等）

地域交流の促進・地域の利便性や魅力の向上（地域共存施設、公園広場等、スポーツ施設の設置）

周辺環境との調和（交通・道路、景観・周辺住宅等への配慮）

防災性の向上（安心・安全なまちづくり）

５―１ コンセプト 

５―２ 計画案及び地域共存に関する主な取り組みについて 
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（仮称）西加瀬プロジェクトの概要について 

大型車出入口部における大型車入庫レーンの整備、バスベイの整備・改良 
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ロ．乗用車台数の削減（乗用車台数を約９００台から約５８６台へ削減） 
 

ハ．トラックバース予約システムの導入 
・トラックを停めるスペースの予約システムを導入し、入庫車両をコントロールすることで、
周辺への路上駐車、交通渋滞対策につながり、地域交通の負荷の低減を図る。 

 

●トラックバース予約システムの導入イメージ 
入庫するトラックドライバーは事前に入庫時間を指定して、利用するトラックバースを予約
するため、現場で順番を取り合う必要がなくなり、本システムを利用しない場合と比べ、 
入庫車両数を平準化するようコントロールすることができる。 

 

※市道中原 12 号線は、現行の交通規制で通行可能な
施設関連車両（積載容量２t、４t トラック・乗用
車等）が通行する予定であり、そのうち物流関連
車両は中原 12 号線側に設置する出入口から計画地
への入出庫を予定しています。 

【トラックバース予約システムの導入イメージ】 

（事業者作成資料をもとに作成） 

５－３ スケジュール（予定） 
令和５年度 解体工事等着工 
令和６年度 本体建物工事着工  
令和８年度 建物竣工  

５－２のつづき  
＜④周辺交通への対応の詳細＞ 

 イ．大型車の入庫ルートの変更 
  



 

 

（仮称）西加瀬プロジェクトの概要について 
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６ 請願第40号に対する本市の見解等  

（１）請願第４０号の内容 
 

≪請願の要旨≫ 

   住宅密集地への巨大物流倉庫計画を中止してください。 

≪請願の理由（一部抜粋）≫ 

①車両の増大により、交通事故や騒音、振動、粉塵、大気汚染等の悪化が心配です。車

の渋滞は市道苅宿小田中線、尻手黒川線、ガス橋通り、綱島街道にも影響が甚大で

す。私たちは地域の住環境を守るために、巨大物流倉庫には反対です。計画の中止、

見直しを断固求めます。地域の住環境の安全安心のために、川崎市はこんな環境破

壊の計画に許認可しないでください。 

②西加瀬プロジェクトは、地域環境悪化をまねく無謀な計画です。何としてもこんな

計画は中止してください。 

 

 

（２）本市の見解 

・同プロジェクトについては、現行規制の中で計画された民間事業であり、事業者が本

市の土地利用誘導の基本的な考え方を踏まえつつ、本市の働きかけに応じ、地元町連

への説明・意見交換を行うとともに、地元要望を踏まえた計画の見直しなどの対応を

行ってきた。  

・さらに、条例環境影響評価準備書説明会での地元の声も踏まえ、事業者が町内会単位

で任意の説明会を行ってきた。 

・また、本プロジェクトにおける、地域交通や騒音・振動等の周辺環境への影響は、環

境影響評価の手続きの中で適正な配慮が検討されるとともに、引き続き、安全で円滑

な交通の確保に向けた交通管理者や道路管理者との協議が進められる。 

・本市としては、今後も事業者が同プロジェクトを進めるに当たり、関係法令等に基づ

き、適切に手続き等を進める必要があるものと考えており、さらに、同プロジェクト

で創出される地域交流の促進や防災性の向上に資する公園、広場、歩道状空地等の維

持及び保全等に向けて、地区計画の活用について、事業者との調整を進めるとともに、

引き続き、事業者に対し、周辺住民の皆様への丁寧な説明や、できる限り周辺環境へ

の配慮を行うことなどを求めていく。 

 


